






























































～20歳 20～29 30～39 40～49 50～59 60歳～ 合　計 男女比
男　　性 19名 16名 16名 21名 15名 16名 103名 34．6％
女　　性 24名 25名 49名 52名 26名 19名 195名 65．4％
小　　計 43名 41名 65名 73名 41名 35名 298名
年齢化 14．4％ 13．8％ 21．8％ 24．5％ 13．8％ 11．7％ 106％
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表2　職業別構成 （）内は％
事　務　系 技　術　系 サービス系 労　務　系 学校の教師
30名（10．1） 14名（4．7） 24名（8．1） 16名（5．4） 9名（3．0）
管　理　職 商工・自営 自　由　業 農水・専業 農水・兼業
4名（1．3） 15名（5．0） 6名（2．0） 1名（0．3） 0名（0．0）
主婦・専業 主婦・兼業 学　　　　生 そ　の　他 無　　　　職




























































































77．9 77．7 77．9 88．1 76．8 72．4
2F 一生懸命に働けば，必ず成功する。 77．5 77．7 77．4 86．9 74．6 72．4








74．5 70．9 76．4 70．2 76．1 76．3




63．8 50．5 70．8 78．6 63．0 51．3




59．7 61．2 59．0 59．5 65．9 72．4








57．7 49．5 68．2 50．0 59．4 60．5
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表3（続き）
1D 少し無理だと思われる位の目標をたてて頑張るほうだ。 56．7 61．2 54．4 41．7 58．7 69．7
2H 経済的に恵まれなくても，気ままに楽しく暮せればよい。 51．0 57．3 47．7 54．8 42．8 63．2








45．6 51．5 42．6 56．0 42．2 42．1










35．6 49．5 28．2 40．5 31．9 36．8




































上位群・積極型 上　中　位群 中　下位　群 下位群・消極型
全　　　　体 77名　　26．6％ 52名　　17．3％ 93名　　32．1％ 68名　　23．4％
男　　　性 38名　　38．8％ 17名　　17．3％ 27名　　27．6％ 16名　　16．3％男女別
女　　　性 39名　　20．3％ 35名　　18．2％ 66名　　34．4％ 52名　　27．1％
若　年層 22名　　26．2％ 10名　　11．9％ 35名　　41．7％ 17名　　20．2％年齢層別
中　年　層 35名　　25．9％ 26名　　19．3％ 37名　　27．4％ 37名　　27．4％





















全　　　　体 48名　　16．6％ 101名　34．8％ 88名　　30．3％ 53名　　18．3％
男　　　性 21名　　21．4％ 35名　　35．7％ 33名　　33．7％ 9名　　9．2％男女別
女　　　性 27名　　14．1％ 66名　　34．4％ 55名　　28．6％ 44名　　22．9％
若　年　層 13名　　15．5％ 36名　　42．8％ 26名　　31．0％ 9名　　10．7％
年齢層別
中　年　層 18名　　13．3％ 45名・　33．3％ 40名　　29．6％ 32名　　23．7％







全　　　　体 107名　36。9％ 69名　　23．8％ 90名　　31．0％ 24名　　8．3％
男　　　性 36名　　36．7％ 21名　　21．4％ 30名　　30．6％ 11名　　11．2％男女別
女　　　性 71名　　37．0％ 48名　　25．0％ 60名　　31．3％ 13名　　6．8％
若　年　層 19名　　22．6％ 17名　　20．2％ 40名　　47．6％ 8名　　9．5％
年齢層別
中　年　層 51名　　37．8％ 39名　　28．9％ 35名　　25．9％ 10名　　7．4％
















M SD M SD M SD
全体 10．20 2．35 7．47 2．23 8．91 1．82
男性
乱ｫ
10．88
X．85
2．50
Q．19
7．95
V．23
2．13
P．80
8．80
W．97
1．94
P．75
若年層
・N層
n年層
9．93
P0．18
P0．51
1．96
Q．47
Q．31
7．83
V．12
V．73
1．80
Q．29
Q．45
8．38
W．97
X．44
1．72
P．74
P．90
　信念や努力の大切さを強調する意見（2E，2B，2F）も多くの支持を得，2～4位
を占めていることも注目に値する。
　都市化が進行し，物質的にも豊かになった今日，打算性・極度の個人主義・競争性・私
憤性・無関心さなどの特徴に代表される都会人的パーソナリティをもつ人間が増加してい
るといわれる。事実，地域社会における人間関係が希薄になりつつあること，また，無気
力な人間が増加していることなどが指摘されているが，そのような状況の中で連帯，努力
や思いやりに満ちた生き方を求める人々が多いということは，現実の社会の中でそれらが
欠けているということではなかろうか。
　「精神的に充実した生活」よりも「経済的に豊かな生活」を選択する傾向は，全体では47
％と半数を下回っているが，男子では61．9％，熟年層で65．8％と213近くの人が経済的
に豊かな生活を志向している。その点女性（45．1％）や若年層（40．5％）と対照的である。
しかし，男性や熟年層が物質至上・欲求優先の生き方を求めているのかといえば，そうで
もないのである。項目2Jや2Hを肯定する比率を考慮すると，生活安定のための経済的
基盤を確保した上で精神的に充実した生活を送りたいということではなかろうか。
2　基本的価値観スケール得点から見た傾向
　（1）積極性スケールの比較
　表4にみられるように，全体としては，114強が積極型，114弱が消極型と両者の間
に大差はないが，これに中上位群と中下位群を加える積極的傾向43．9％に対して，消極的
傾向55．5％と消極型が優勢である。性別で見ると，男性積極的傾向が優勢であるのに対し，
女性では消極的傾向が強くなっており，大きな性差が認められる。これは，平均積極性ス
ケール得点の比較からも明らかである。近年，菊性の社会進出は目覚ましく，積極的な女
性の増加が指摘されている中，今回の調査ではその顕著な傾向は認められなかったが，今
回の女性対象者のうち30歳代およびに40歳代の数の多さがこのような結果をもたらしたと
も考えられる。
　年齢層別では，若年層における消極的傾向（61．9％）の大きさと，平均積極性スケール
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得点の比較（表7）では，統計的に有意味な差異は認められなかったものの，年齢の上昇
に伴う積極的傾向の増大が注目される（表4，若年層38．1％，中年層45．2％，熟年層50．7
％）。
　（2）自己充足性スケールの比較
　表5，表7に示すように，全体としては自己充足的傾向が自己不充足的傾向をわずかに
上回って下り，男性では57．1％対42．9％，年齢層別では若年層が58．3％対41．7％とかなり
の差で自己充足的傾向が大きくなっている。平均スケール得点においても統計的に有意な
差が認められる。女性よりも男性の方が，また，年配の人間よりも若者の方が，自分の欲
望に忠実に，気ままに楽しく，好きな人生を送っているのである。逆に，年配者や女性は，
家族や仲間に気を配りながら，自己を抑え，自己犠牲的な生活を余儀なくされているので
ある。
　（3）伝統志向性スケールの比較
　表6，7から，全体として伝統志向的傾向が強く，この傾向に性差は認められない。ま
た，年齢層別においては，若年層で伝統志向的傾向と非伝統志向的傾向の比率が逆転し，
非伝統志向的傾向が優位になっているが，中年層，熟年層共に伝統志向的傾向が大であり，
この傾向は年齢の上昇につれて大きくなっている。
　中年層や熟年層との比較からみた若者の特徴は，自己充足的傾向およびに非伝統志向的
傾向が他の年齢層に比して強いということである。
　青木（1970）は，大学生の価値類型として理念的達成主義，享楽的自己主義，利己的現
実主義，耽美的追及主義の4つを，また，村田（1977）は，積極的・社会中心主義，消極
的・享楽主義，審美主義，実利的・個人主i義・神秘主義の5種類を，西平（1973）は高校
生と大学生の人生観の構造として自己中心的因子・官己向上的因子，ニヒリズム因子など
7因子を見出しているが，今日，青年の生活意識や生き方に対する考え方を問題にすると
き，自己充足的傾向，個人主義的傾向を落すわけにはいかないのであろう。
　松原（1974）は，①若者文化は，通常，若者の「風俗」という形で表現される，②若者
文化は青年世代の意識，価値観や行動の象徴として表現された行動様式という特質をも
つ，③若者文化は成人文化とは対照的であり，かつ非連続なものである，④現代の若者文
化は，他の世代から期待されている文化あるいは行動様式ではない，⑤若者文化はユニー
クさや先駆性をもちながら，完結性をもちえないでいると，若者文化の特質について述べ
ているが，若者文化が大人の文化や体制への対抗文化である以上，若年層に非伝統志向型
が多くなるのも当然のことである。
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